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は じ め に 

  
 

全国の各自治体で小中一貫教育校の開校が相次ぎ、文部科学省中央教育審議会

の学校段階間の連携・接続等に関する作業部会においても、小中一貫教育の制度

化に向けての検討が始まるなど、小中一貫教育の取組が広がりをみせています。 
練馬区においては、平成 14 年度に始まった下石神井小学校と石神井南中学校で

の小中連携教育の研究を契機として、全区立小中学校で小中連携教育に取り組ん

できました。平成 23 年４月には、区内初の施設一体型小中一貫教育校「大泉桜学

園」を開校したところです。 
このたび、学識経験者や学校関係者で構成する「小中一貫・連携教育推進検討

会」において、施設が離れている小中学校における小中一貫教育について、９か

月間にわたり検討していただき、「練馬区小中一貫教育推進方策」を取りまとめて

いただきました。 
小学校と中学校が連携・協力して教育活動を行う小中一貫教育は、児童・生徒

にとってさまざまな効果が期待できるところですが、実際の取組にあたっては、

小学校と中学校との距離、通学区域の重なり方や地域性など、さまざまな条件を

考慮していく必要があります。 
練馬区教育委員会としましては、学校ごとの特色やこれまでの取組を踏まえな

がら、全区的に９年間を見通した教育を進め、練馬の子供たちの学力・体力を伸

ばし、豊かな人間性・社会性を身に付け、不登校などの生活指導上の課題を減ら

していくことのできる小中学校をめざしていきたいと考えております。その実現

のために、各小中学校において、この推進方策に基づいた取組を進めてまいりま

す。 
最後に、推進方策の答申にご尽力いただきました、目白大学教授の小林福太郎

先生をはじめ、保護者や校長会の代表など検討会委員の皆様に、厚く御礼申し上

げます。 
 
 
平成 24 年２月 
 

練馬区教育委員会 教育長   河 口  浩 
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